した。 小 ざ かしげな その 種の 文章が 新聞に いくつ も 

載った。 

執筆した 人々 は、 今日 生存し つづけて いる。 どんな 

ざ ん. 5 

慙愧の 念 を もって、 昨年 十月 初旬、 治 維 法の 撤廃され 

た 事実 を 見、 初めて 公表され た 日本 支配権 力の 兇暴に 

面 をう たれた ことだろう。 

民主的な 社会生活の 根本に は、 人権の 尊重と いう 基 

底が 横 わって いる。 人権 尊重と いう こと は、 正当な 思 

想 を 抑圧して 小 林 多 喜 二の ような 卓抜な 一 個の 社会 

人 • 作家 を 撲殺す るよう な ことが 決して 在つ て はなら 

ない という 通念 を 意味す る。 同時に、 それ を 主体的に 
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